
流体コードを用いたシミュレーション（ 応用研究 ）
・実験値と理論値の比較
・理論計算の為の精度の高いデータの提供
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研究背景

一方、日本国自衛隊 不発弾処理部隊/掃海部隊は、
戦後から現在に至るまで、最前線で活躍する自衛官・実戦部隊

防衛省自衛隊および防衛大学校の役割

実験装置と試料（試供品）

X-ray photon energy Air kerma Ka / Fluence Φ Effective dose E/ Air kerma Ka Effective dose E / Fluence Φ estimated Effective dose E
/ Fluence Φ

Measurement
(H1cm)

Number of x-ray photons
(pluse flux)

keV pGy cm2 Sv / Gy Sv cm2 Freguency Ratio Sv cm2  (x photon) μSv (/ pulse) photons cm-2  pluse-1

15 3.21 0.0402 1.29 x 10-13 1.80 1.0 0.006 1.35 x 10-15

20 1.73 0.122 2.11 x 10-13 1.48 10.0 0.058 1.81 x 10-14

30 0.739 0.416 3.07 x 10-13 1.10 41.5 0.240 8.13 x 10-14

40 0.438 0.788 3.45 x 10-13 0.93 41.0 0.238 7.62 x 10-14

50 0.328 1.106 3.63 x 10-13 0.90 31.5 0.183 5.96 x 10-14

60 0.292 1.308 3.82 x 10-13 0.95 22.6 0.131 4.75 x 10-14

70 0.3 1.407 4.22 x 10-13 0.99 14.5 0.084 3.51 x 10-14

80 0.308 1.433 4.41 x 10-13 1.00 9.5 0.055 2.43 x 10-14

100 0.372 1.394 5.19 x 10-13 1.00 1.0 0.006 3.00 x 10-15

Response
X-ray spectrum

(W, 150 kV)

3 ~ 7 (1.2 ~ 2.0) x 107

表　照射X線量（光子数）の見積り

爆破処理法の確立（ 基礎研究 ⇒ 応用研究 ）
・圧力減衰材の影響
・提案処理具の性能評価

不発弾処理具（原型）の試験条件とアクセプタ爆薬の反応

試験条件

ドナー爆薬 形状 模擬弾殻厚さ(mm) アクセプタ薬種 反応

射順 1 ペントライト 円錐孔付き+導波管100 mm 0 (直接接触) Comp. B 爆轟

射順 2 ペントライト 円錐孔付き+導波管100 mm 2.3 mm Comp. B 部分爆轟

射順 3 ペントライト 円錐孔付き+導波管100 mm 4.5 mm Comp. B 爆発

射順 4 ペントライト 円錐孔付き+導波管100 mm 6 mm Comp. B 爆燃

射順 5 ペントライト 円錐孔付き+導波管100 mm 6 mm Comp. B 爆燃

射順 6 ペントライト 円錐孔付き+導波管100 mm 10 mm Comp. B 不貫通

試験 No.

研究・解析手法の確立（ 学術研究 ）
・閃光X線質量解析法
・その場閃光X線CT解析法
・新規温度計測法


